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＜2025 年度回答率＞ アンケート実施期間：2026 年 1 月 30 日(金) 00:00 ～2026 年 2 月 13 日(金) 23:59 

研究科 専攻 

博士課程前期 

（修士課程） 

2年次在籍者数 

回答数 回答率 
博士課程後期 

3年次在籍者数 
回答数 回答率 

家政学 

児童学 6 3 50.0%    

食物・栄養学 9 3 33.3%    

住居学 1 1 100.0%    

被服学 8 1 12.5%    

生活経済 3 2 66.7%    

計 27 10 37.0%    

文学 

日本文学 5 0 0.0% 2 0 0.0% 

英文学 3 1 33.3% 1 0 0.0% 

史学 4 0 0.0% 2 1 50.0% 

計 12 1 8.3% 5 1 20.0% 

人間生活学 

人間発達学    7 0 0.0% 

生活環境学    6 1 16.7% 

計    13 1 7.7% 

人間社会 

社会福祉学 3 0 0.0% 5 3 60.0% 

教育学 1 1 100.0% 1 1 100.0% 

現代社会論 2 0 0.0% 3 0 0.0% 

心理学 10 10 100.0% 3 1 33.3% 

相関文化論 2 1 50.0% 1 0 0.0% 

計 18 12 66.7% 13 5 38.5% 

理学 

数理・物性構造科学 15 3 20.0% 2 0 0.0% 

物質・生物機能科学 14 3 21.4% － － － 

計 29 6 20.7% 2 0 0.0% 

建築デザイン 
建築デザイン 25 14 56.0%    

計 25 14 56.0%    

大学院合計  111 43 38.7% 33 7 21.2% 

 



2025 年度修了時アンケート調査（生活環境学専攻）  

アンケート実施期間：2026/01/30(金) 00:00 ～2026/02/13(金) 23:59  

対象者数：6 名 回答者数：1 名 回答率：16.7％  

 

1. 人間生活学研究科 生活環境学専攻の学生として以下のことが身についたと思いますか？［生活環境学専攻 

博士課程後期 DP］ 

生活環境に関わる今日的課題に挑戦でき、研究手法を構築可能とする高度な学識及び創造力を修得す

る。 

回答選択肢 強く思う 思う どちらとも 

言えない 

思わない 全く思わない 

回答数 
1 0 0 0 0 

 

2. 人類にとってかけがえのない地球の問題に向き合い、的確な思考、判断能力を持つ。 

回答選択肢 強く思う 思う どちらとも 

言えない 

思わない 全く思わない 

回答数 
1 0 0 0 0 

 

3. 研究対象が人間生活に及ぼす影響や効果を理解し、生活の質の向上と社会貢献に対する高い意識を持って

いる。 

回答選択肢 強く思う 思う どちらとも 

言えない 

思わない 全く思わない 

回答数 
1 0 0 0 0 

 

4. 研究成果をプレゼンテーションし、研究者間のコミュニケーション力を持つ。 

回答選択肢 強く思う 思う どちらとも 

言えない 

思わない 全く思わない 

回答数 
1 0 0 0 0 

 

5. 積極的に国内外の学会に参加し、発表できる。 

回答選択肢 強く思う 思う どちらとも 

言えない 

思わない 全く思わない 

回答数 
1 0 0 0 0 
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6. 人間生活学研究科の学生として以下のことが身についたと思いますか？［人間生活学研究科 DP］ 

人間の生活に関わることがらについて広範な学識を有し、専門分野において博士の学位を取得するに足る

深い学術的知見を獲得している。 

回答選択肢 強く思う 思う どちらとも 

言えない 

思わない 全く思わない 

回答数 
1 0 0 0 0 

 

7. 人間の生活に関わる諸問題について、総合的・学際的な観点から追究することができる。 

回答選択肢 強く思う 思う どちらとも 

言えない 

思わない 全く思わない 

回答数 
1 0 0 0 0 

 

8. 人間の生活について、より高度な専門知識と問題解決能力を身に付け、的確な表現力・コミュニケーショ

ン力をもって研究成果を発表することができる。 

回答選択肢 強く思う 思う どちらとも 

言えない 

思わない 全く思わない 

回答数 
1 0 0 0 0 

 

9. 人間生活学の専門知識と技能を生かし、総合的な判断力と創造的な研究能力をもって広く社会に貢献する

ことができる。 

回答選択肢 強く思う 思う どちらとも 

言えない 

思わない 全く思わない 

回答数 
1 0 0 0 0 

 

10. 本学修了にあたっての満足度について伺います。日本女子大学大学院で学んで良かったと思いますか？ 

回答選択肢 強く思う 思う どちらとも 

言えない 

思わない 全く思わない 

回答数 
0 1 0 0 0 

 

11. 本学の施設設備に対する満足度について伺います。日本女子大学大学院の施設設備に満足していますか？ 

回答選択肢 強く思う 思う どちらとも 

言えない 

思わない 全く思わない 

回答数 
0 0 0 1 0 
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12. 学生生活に関する大学の支援体制は、あなたにとって適切だったと思いますか？ 

①-1．学生生活に関する大学の修学支援は、あなたにとって適切だったと思いますか？ 

回答選択肢 強く思う 思う どちらとも 

言えない 

思わない 全く思わない 

回答数 
0 1 0 0 0 

 

②-1．学生生活に関する大学のキャリア支援は、あなたにとって適切だったと思いますか？ 

回答選択肢 強く思う 思う どちらとも 

言えない 

思わない 全く思わない 

回答数 
0 0 1 0 0 

 

③-1．学生生活に関する大学の生活支援（心身の健康相談等）は、あなたにとって適切だったと思いますか？ 

回答選択肢 強く思う 思う どちらとも 

言えない 

思わない 全く思わない 

回答数 
0 0 0 1 0 

 

13. 本学からの経済的支援について伺います。 

①-1．修学に対する経済的支援（奨学金等）に満足していますか？ 

回答選択肢 強く思う 思う どちらとも 

言えない 

思わない 全く思わない 経済的支援は 

受けていなかった 

回答数 
0 0 1 0 0 0 

 

①-2．研究に対する経済的支援（日本女子大学大学院学生特別研究奨励金、特別重点化資金 等）に満足し 

ていますか？ 

回答選択肢 強く思う 思う どちらとも 

言えない 

思わない 全く思わない 経済的支援は 

受けていなかった 

回答数 
0 0 0 1 0 0 

 

14. あなたが入学手続きをした入試形態を一つ選択してください。 

回答選択肢 一般出願 社会人出願 その他（不明・

覚えていない 等） 

回答数 
0 0 1 
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